









































 第 2 節では現存作例中最も古いカッパドキアの岩窟聖堂壁画を始めとして、代表的な作
例と共に構図、モティーフ等の図像学的基礎を確認した。時系列順に、a. 定型化以前、b. 
定型化、c. 複雑化とその後、の三段階に区切り各段階の作例を考察した。a.はカッパドキ
アの 7～10 世紀にかけての 3 作例を見た。他地域には同時代の作例は遺らない。これらは
いずれも 8～９世紀に起こった 聖像破壊運動




































































































































































第 3 節、第 4 節では、聖堂の壁画配置と信徒の動きを鑑み、「聖母の眠り」と「最後の
審判」が強いメッセージ性を持っていたことを明らかにした。まず玄関廊に描かれた「最
後の審判」は、聖堂を訪れた信徒に審判の恐ろしさ、自らが救われるかどうかの不安を抱
かせる。「審判」は正しき信仰者には救済をもたらすが、聖堂に描かれた責め苦に苦しむ
人々は信徒に恐怖を覚えさせたことだろう。その後身廊に進み、祈りを終えた信徒の前
に、出入り口上部に描かれた「聖母の眠り」が現れるのである。キリストに抱かれたマリ
アの魂は、教父の説教によれば正しき者の魂もまた重ねることの出来る存在である。この
ように、教会を訪れた人間に「救済」と「応報」を示すのが、「聖母の眠り」と「最後の
審判」の作り出す装飾プログラムであった。 
以上 4 章をもって、本論文ではビザンティン聖堂装飾における「聖母の眠り」図につい
て、基本資料を提供しつつ多角的に考察した。先行研究で等閑視されてきた図像のモティ
ーフが持つ複雑な背景、聖堂装飾プログラム中での重要性といった美術史的な指摘だけで
なく、帝国の歴史的、地理的問題、また当時のパトロン、信徒の心性に迫ることが出来た
ものと考える。 
